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沈黙の春は、このようにして始まる。

昔、アメリカに、全ての生き物が周囲と調和して生きている町があった。

そして、奇妙なことが起こった。

農場の動物たちは病気になり、死んでしまった。

鳥たちは、いなくなってしまった。

それは沈黙の春だった。

20 世紀半ば、アメリカ合衆国の農民たちは、昆虫が作物を食い荒らしたため、大変だった。

【POINT】 「have a 形容詞 time」＝「～な生活を送る、～な人生を送る」

そのため、DDT と呼ばれる殺虫剤が昆虫を駆除するために使用された。

それは、農民たちをおおいに助けた。

1958 年のある日、カーソンは友人のオルガ・ハキンズから手紙をもらった。

その手紙には、DDT が彼女の土地の多くの小さな鳥たちを殺した、と書いてあった。

その当時、カーソンは海洋生物を研究していて、すでに化学物質は環境に有害であるかもしれないと感じ始めて
いた。

彼女は DDT について研究し始め、DDT の危険性に関する本を書く必要性があると考えた。

【文章構造：文型 「It ～ that 節」】
It was necessary that she should write a book about the danger of DDT.
仮主語 （that 節）
彼女が DDT についての本を書くことが必要だ。
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danger 〔名詞〕 危険

【Q&A】
1.

・ アメリカ合衆国では、昆虫を駆除するために何が使用されましたか？
・ An insecticide called DDT was used.
・ DDT と呼ばれる殺虫剤が使用された。

2.
・ レイチェル・カーソンは、友人から手紙をもらった後、何を始めましたか？
・ She began to study about DDT.
・ 彼女は、DDT について研究し始めた。
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